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 本日晴れて東京富士大学・大学院の学位記授与式を迎えられた皆

さん、誠におめでとうございます。卒業の日まで皆さんを支え、励ま

してこられた保護者の皆様も、さぞやお喜びのことと思います。また

大学関係者の皆様のご尽力の下、本日ここに、学位記授与式が挙行さ

れましたことに敬意を表し、心からお祝い申し上げます。 

私は、新宿区長を務めておりました折、地元の東京富士大学の皆さ

まには、地域の重要な担い手として大変お世話になりました。また、

皆さんの入学式にも出席し、地元新宿区に関わる者から見た東京富

士大学の強みや皆さんに期待することなどをお話ししましたので、

とても感慨深いものがあります。 

私が常々、大学の皆さまのお話をお聴きし、素晴らしいと思うこと

は、東京富士大学は、人間性豊かで、実社会に役立つ職業人の育成に

力を尽くしていることです。二上映子理事長は「本大学は社会人とし

て役に立つ授業をめざし、学生一人ひとりの生涯の生き方を考える

学園です。学生の就職に力を入れています。」とおっしゃっておられ

ます。東京富士大学では「仕事の現場において高いパフォーマンスを
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発揮しうる知性の質」のことを「実務 IQ」と呼び、学生の皆さんが

思いっきり考え、自ら試し、時に失敗し、そして突破していく…。そ

んな実践的な知性を磨く場、それが東京富士大学であるとし、一緒に

「実務 IQ」を鍛えようと呼びかけています。こうした「実務 IQ 宣

言」という言葉に象徴されるように、東京富士大学は、社会人基礎力

を身に着け、企業社会の現場でたくましく成長できる学生を育てる

ことを明確に掲げています。そして、地元・高田馬場近辺に優良企業

が多く立地する「地の利を生かした企業連携」を有効かつ着実に進め、

成果を上げていることは特筆すべきといえます。 

青山和正学長も、こうした「実務 IQ 宣言」の下、東京富士大学は、

大学の 4 年間を、卒業後の長い社会生活・職業生活を充実したもの

とするための のびしろ をつくる大切な時期と捉え、学生と教職

員がお互いに顔と名前が一致する少人数での教育環境の下、学生一

人ひとりをきめ細かく支援します。とメッセージで述べています。 

皆さんはまさに、東京富士大学が強みとする「実務 IQ」を高め、

「社会で輝く人になる」ことを目指し、経験豊かな先生方とともに、

日々努力を重ねてきたと思います。これはとても大きな力です。皆さ

んはいよいよ社会人として新たに旅立ちます。皆さんの東京富士大
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学でのこれまでの学びに誇りと自信をもって、社会人として誠実に

しっかり仕事に立ち向かってください。皆さんを心から応援したい

と思います。 

私たちの社会は、少子高齢化が進行し、労働力人口が減少する中、

男女ともに、また世代を超えて、多様に社会の担い手となることが求

められています。なかでも若い皆さんへの期待は大きなものとなっ

ています。皆さんが仕事に就くことはお給料をもらい、自分自身が自

立するための第一歩です。それとともに大事なことは、仕事を通して

人々の役に立つ・社会に役立つ、社会の一員として社会に貢献する立

場になることといえます。不確実なことが多く、変化の激しい社会の

中で、これから皆さんは、仕事の目標が見えなくなったり、思い通り

にならなかったり、多くの困難に出会うと思います。そんな時こそ、

東京富士大学での学びに立ち返ってください。そしてコロナ禍での

経験も思い出し、ICT などをしっかり活用して変化し・変革してい

くデジタル化の重要性とともに、人々が対面によってこそ理解し共

感しあえることなどに思いを広げ、仕事の場を含めて仲間づくりを

して知恵を出し合ってください。皆さんはコロナ禍の中で辛い思い

もしましたが、平常時とは異なる状況への対応を経験したことを力
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として、人々のコミュニケーションの在り方や協力連携の在り方を

深く考え、社会に発信していくことができると思います。人々の役に

立つ、社会の役に立つことは心楽しいことだという強い思いをもっ

て、社会人として成長していかれることを心から願っています。 

 

東京富士大学は今から約８０年前の 1943 年、昭和の激動期に創立

されています。そして今、世界は新たな激動期にあるといえましょう。

こうした時代であるからこそ、皆さん各々が良き社会人として、こう

ありたいという強い思いをもって「しっかり」、「しなやかに」、「した

たかに」、そして「あきらめず」、「粘り強く」力を尽くしましょう。 

「しっかり」、「しなやかに」、「したたかに」、そして「あきらめず」、

「粘り強く」の五つの言葉は、長く仕事や社会に関わってきた私から、

「社会で輝く人になる」皆さんへの、贈る言葉です。 

 

さあ、皆さんの新たな旅立ちです。皆さんのこれからに心から期待し

て、お祝いのご挨拶といたします。 

 
令和６年３月２０日 

中山  弘子 


